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令和８年３月１３日（金曜日） 

予算決算委員会建設分科会 

第５委員会室 

出席委員 

 井上太良、塚本進介、白井義一、川島淳良、 

駒田かすみ、蔭山敏明、石見和之、松岡廣幸、 

高見千咲 

 

【建設委員会（都市局）の審査】 

 

開会                １２時５８分 

都市局               １２時５８分 

送付議案説明                   

・議案第 1 号 令和 8年度姫路市一般会計予算 

・議案第 13 号 令和 7 年度姫路市一般会計補正予算

（第 8回） 

質疑                １３時１４分 

（質問） 

 荒川線のアンダーパス工事の進捗状況について、県

事業の影響による遅れは生じていないのか。 

（答弁） 

荒川小学校の北側部分が県事業に該当するが、既に

接続部分の工事は完了しているため、大きな影響はな

い。工事は順調に進んでおり、1日も早く供用開始し

たいと考えている。 

（質問） 

 令和7年度から住宅管理費が増加しているが、市営

住宅の民間委託に係る経費は計上されているのか。 

（答弁） 

家賃滞納整理費の中に、民間事業者への住宅使用料

収納業務委託が含まれているため、令和7年度と比較

し増加している。 

（質問） 

 播磨臨海地域道路等整備基金繰入金が廃目となっ

ているのは、なぜなのか。 

（答弁） 

市道広畑60号線の調査に要する経費として、令和7

年度は1億1,200万円を計上していたが、令和8年度の

国の補助金のめどがつき、基金からの繰り出しの必要

がなくなったことから、廃目としている。 

（質問） 

吹付けアスベスト対策が必要な建物は現在、市内に

どの程度残っているのか。 

（答弁） 

現在、建物を建築した時期や規模をもとに、吹付け

アスベスト対策が必要と思われる市内の1,760件の建

物についてアンケート調査等を実施している。 

当該調査の結果、アスベストの含有調査や除去等の

工事が必要となった場合には、補助制度を案内してい

きたい。 

（質問） 

 補正予算として計上されているエネルギー価格高

騰に対応するための地域公共交通事業者への助成に

ついて、昨今の中東情勢の悪化からエネルギー価格の

高騰が長期化する可能性もあるが、どのように対応し

ていこうと考えているのか。 

（答弁） 

現在は、地域公共交通運営経費地方創生臨時交付金

を活用しているが、国から新たな補正予算などが示さ

れれば、速やかに必要な対策を講じていきたい。 

（要望） 

 エネルギー価格の安定は、地域公共交通事業者の経

営基盤の維持のみならず市民生活の安定にも資する

ことから国の交付金を十分に活用しながら、迅速に対

応してもらいたい。 

（質問） 

 対象事業者の中に、鉄道事業者(市内完結路線)との 

記載があるが、対象となる路線を説明してもらいたい。 

（答弁） 

対象となる路線は、山陽電鉄の網干線、飾磨駅から

山陽網干駅までの区間であり、市外を含む路線は対象

外である。 

（質問） 

 当該事業には、約2億4,000万円の予算が計上されて

いるが、内訳を説明してもらいたい。 

（答弁） 

乗合バス事業者に約 7,200 万円、定期航路事業者に

約 7,600 万円、鉄道事業者に約 700 万円、タクシー事

業者に約 8,300 万円を計上している。 

（要望） 

しっかりと支援してもらいたい。 

役職定年者挨拶 
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都市局終了             １３時２１分 

 

【建設委員会（建設局）の審査】 

 

建設局               １３時５５分 

付託議案説明 

・議案第 1 号 令和 8年度姫路市一般会計予算 

・議案第 13 号 令和 7 年度姫路市一般会計補正予算

（第 8回） 

質疑                １４時２１分 

（質問） 

 放置自転車対策事業費として3,331万7,000円が計

上されているが、放置自転車の保管や移送に係る費用

について説明してもらいたい。 

（答弁） 

放置自転車対策事業費のうち、姫路駅周辺の自転車

整理や保管場所管理業務に係る費用として約 2,575

万円を、移送に係る費用として 505 万 3,000 円を計上

している。 

（質問） 

放置自転車移送保管手数料と自転車等売払収入を

合わせた歳入が 177 万 1,000 円であり、歳出が歳入を

上回っている。 

放置自転車移送保管手数料の引上げも検討すべき

であると考えるがどうか。 

（答弁） 

姫路駅周辺で実施している放置自転車の定点調査

結果では、放置自転車数は、平成 23 年頃の約 2,000

台をピークに現在は約 200 台にまで減少しており、放

置自転車移送保管手数料を令和 6 年 4 月に自転車を

2,000 円から 2,500 円に、原動機付自転車を 4,000 円

から 5,000 円にそれぞれ引き上げているが、歳入の増

加にはつながっていない。 

なお、放置自転車数が減少していることから、移送

に係る業務を縮小しており、経費削減に努めている。

（要望） 

 姫路駅周辺等の放置禁止区域では、駐輪ニーズに応

じた駐輪施設が充実してきていることから、近年の人

件費や物価の高騰を踏まえ、移送保管手数料のさらな

る引上げについてもしっかりと検討されたい。 

（質問） 

公園愛護会の連絡先はどのように把握しているの

か。 

（答弁） 

 公園緑地課において、公園愛護会長の連絡先を把握

している。 

（質問） 

 自治会業務の関係で市に公園愛護会の連絡先を尋

ねたところ、変更が反映されておらず、前任会長の連

絡先が伝えられた事例が複数あるようである。 

金銭授受を伴う業務もあることから、連絡先の管理

は適切に行ってもらいたいがどうか。 

（答弁） 

 会長変更の連絡を受ければ、管理データを随時更新

しているものの、今後はそのような事例がないよう注

意したい。 

役職定年者挨拶 

建設局終了             １４時３１分 

散会                １４時３１分 


